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●QuarkXPress（CID）→InDesign CS6（pro5）移行品

【禁忌・禁止】
本材又はメタクリル酸系モノマーに対して発疹、皮膚炎等
の過敏症の既往歴のある患者には使用しないこと。

【形状・構造及び原理等】
構成品 形状 組成

アクティベーター 液体 モノマー（メタクリル酸モノマー）
シランカップリング剤、その他

本品に同梱されている構成品等についてはパッケージの記載を
ご参照ください。

【使用目的又は効果】
歯科用複合レジン充填材料と歯科用ポーセレン、歯科用金属あ
るいは歯牙との接着に用いる歯科用接着材料の接着増強。

【使用方法等】
①陶材被着面の酸処理

陶材被着面の酸処理をリン酸エッチング材（例えばK エッ
チャントGEL）の添付文書にしたがって行います。

②液剤の混和
歯科コンポジットレジン用接着材料の所定量と本材を混和
皿に取り混和します。
参考：歯科コンポジットレジン用接着材料の使用例

｢クリアフィルトライエスボンド®｣ではボンドと本材
を等量、混和します。
｢クリアフィル®メガボンド®FA｣、｢クリアフィル®メガ
ボンド®｣ではプライマーと本材を等量、混和します。
｢クリアフィル®ライナーボンドⅡ Σ｣ではプライマー
A液、プライマーB液及び本材を等量、混和します。
｢クリアフィル®ニューボンド｣及び｢クリアフィル®

フォトボンド｣ではキャタリスト液、ユニバーサル液
及び本材を等量、混和します。

③混和液の塗布
混和した液を陶材被着面（露出金属面）或いは歯面に塗布し
ます。

④揮発成分の蒸散
エアーシリンジ等により空気流を吹き付け、接着材料を薄い
均一な膜とし、また接着材料中の溶剤（蒸発成分）を蒸発除去
します。

⑤硬化
光重合型の歯科コンポジットレジン用接着材料の場合には
添付文書にしたがって光照射します。

⑥充填修復
歯科充填用コンポジットレジンの添付文書にしたがって行
います。

【使用上の注意】
1）使用注意

①本材の使用に際し、必要に応じてラバーダム等の防湿処置
を行うこと。

②本材を誤飲させないように注意すること。
③使用時の感染防止のため、患者間での交差使用は避けること。

2）重要な基本的注意
①本材の使用により発疹、温疹、発赤、潰瘍、腫脹、かゆみ、し

びれ等の過敏症状が現れた患者には使用を中止し、医師の
診断を受けさせること。

②本材との接触による過敏症状の予防のため、使用に際して
は、手袋の着用等の適切な防護処置を行うこと。

③本材が口腔軟組織、皮膚に付着したり、目に入らないよう
に注意すること。口腔軟組織、皮膚に付着した場合には、
アルコール綿球等でふき取り、多量の水で洗浄すること。
また、目に入った場合には、ただちに多量の水で洗浄し、眼
科医の診断を受けさせること。

【保管方法及び有効期間等】
［保管方法］

・本材は、2〜8℃の冷蔵庫で保管し、直射日光等の近くに置か
ないこと。

［使用期限］
本材は包装に記載の※使用期限までに使用すること。

［記載の使用期限は自己認証（当社データ）による］

※（例  2019-12-31 は使用期限2019年12月31日 を示す。）

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
製造販売元：

〒959-2653  新潟県胎内市倉敷町2-28
フリーダイヤル：0120-330922

販売元：

〒564-8650 大阪府吹田市垂水町3-33-18　TEL（06）6380-2525
〒110-8513 東京都台東区上野2-11-15　　TEL（03）3834-6161

「クリアフィル」｢メガボンド｣｢クリアフィルトライエスボンド｣は、株式会社クラレ
の登録商標です。

＊＊

＊

医療機器承認番号：16300BZZ00085000

歯科材料 5　歯科用接着充填材料
管理医療機器　歯科セラミックス用接着材料　70815000

（歯科金属用接着材料　70921000）（歯科用象牙質接着材　42483002）（歯面処理材　70859000）

クリアフィル® ポーセレンボンド アクティベーター
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